
 
＊一人ひとりが輝く学校＊ 

 

違いを認め合う心 

第６９回人権週間(12月４日～12月 10日) 

校長  鈴木 康子     

 

校門前の桜並木が色鮮やかな紅葉から散り始め、登下校に季節の移ろい

を感じさせてくれます。いよいよ今年最後の月、師走に入ります。 

６年生は１１月１５・１６日の二日間、伊勢方面へ修学旅行に行ってき

ました。子どもたちにとっては、小学校生活最後の大きな行事なので、こ

の二日間は、思いっきり楽しんでいたようです。信楽焼の土ひねり体験、

水族館でのペンギンタッチ、ホテルでのバイキングや温泉入浴、「志摩スペ

イン村」でのグループ行動等、友だちとの友情を深めた二日間でした。 

 

さて、校長室の前に２体のかわいい人形が置かれています。この人形は、人権イメージキ

ャラクターの「人 KEN まもるくん」と「人 KEN あゆみちゃん」です。１９５０年に世界人

権宣言が採択された１２月１０日を「人権デー」と定めて啓発活動を行っていますが、「人

KEN まもるくん」と「人 KEN あゆみちゃん」もこの活動になくてはならない存在です。 

今回の啓発活動重点目標は「みんなで築こう 人権の世紀～考えよう相手の気持ち 未来

へつなげよう 違いを認め合う心～」です。目指すところは、『共生の社会』であり、子ども

達が「強く生き抜く力」をつけると同時に、「共に生きる力」（思いやりの心・違いを認め合

う心）を身につけて欲しいと願っています。 

 東小学校では、『一人ひとりを大切にし、お互いの人権を尊重しあう子ども』を人権教育の

柱とし、人権の尊重を基盤にした学校づくりをめざしています。日々の学校生活の中で、意

地悪やいじめをなくすことに力を注ぎ、特に子ども達の「言葉遣い」

に注目した指導を心がけています。また、「一人ひとりを大切にする」

取組みとして、すべての子どもたちを「○○さん」と呼ぶことに統一

したことは、４月号でお知らせしました。日ごろから、友達との考え

や見方の“違い”を学び、子ども同士が関わりあう力を育て、自尊感

情を高めることを意識して授業を行っています。お互いを認め合う関

係作りは、“違い”に気づき実感することから学ぶことができます。

この人権週間をきっかけに、今一度「思いやり」や「かけがえのない

命」そして「違いを認める心」について、ご家族で話し合う機会を持ってください。きっと、

子どもたちから思いもかけない素敵な考えが生まれてくると思います。 
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